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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
一
足
早
い
八
月
十
八
日
に
、
池
本
市
長
は
百
歳
の

堀
田
さ
と
さ
ん
（
宇
治
明
星
園
）
と
、
九
十
九
歳
の
東
田
治
さ
ん
（
宇
治
蛇
塚
）
を
訪

問
。
記
念
品
の
肌
掛
け
ぶ
と
ん
を
贈
っ
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
現
在
、
市

内
に
は
九
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
二
十
八
人
お
ら
れ
ま
す
（
左
の
写
真
は
堀

田
さ
と
さ
ん
、
下
の
写
真
は
東
田
治
さ
ん
）
。

記
念
品
で

　
　
長
寿
を
お
祝
い

9月15日から老人福祉週間

　
市
長
は
、
初
め
に
堀
田
さ
と
さ
ん
（
明
治
二

十
二
年
一
月
十
一
日
生
）
を
訪
問
。
堀
田
さ
ん

は
、
昭
和
五
十
年
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
宇
治
明

星
園
が
開
園
し
た
際
に
入
所
。
昭
和
五
十
三
年

に
左
足
を
骨
折
し
て
か
ら
は
車
い
す
で
の
生
活

で
す
が
、
血
圧
も
正
常
で
お
元
気
で
す
。

　
今
年
で
五
度
目
の
訪
問
と
な
る
市
長
の
「
変

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
だ
け
お
元
気

な
ら
大
丈
夫
。
ま
す
ま
す
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
に
堀
田
さ

ん
は
「
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
い

つ
ま
で
生
き
る
か
な
ん
て
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
も
ま
た

来
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
、
握
手
。

そ
の
あ
と
、
鉄
道
唱
歌
や
九
段
の
母

な
ど
愛
唱
歌
を
披
露
し
、
笑
顔
で
市

長
を
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
東
田
治

さ
ん
（
明
治
二
十
三
年
一
月
十
四
日

生
）
。
「
人
の
ほ
が
ら
か
な
顔
を
見
て

楽
し
む
の
が
長
寿
の
秘
け
つ
で
す
」

と
話
す
東
田
さ
ん
は
、
左
耳
が
不
自

由
な
ほ
か
は
健
康
そ
の
も
の
．
新
聞
も
、
毎
朝

欠
か
さ
ず
読
ん
で
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
．
訪
れ

た
市
長
も
、
束
田
さ
ん
の
生
き
る
こ
と
へ
の
意

欲
的
な
姿
勢
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
．

　
こ
の
ほ
か
、
市
で
は
左
記
の
九
十
五
歳
以
上

の
人
に
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）
．

　
▼
大
内
亀
好
（
百
二
歳
、
市
内
最
高
齢
、
小

倉
町
蓮
池
）
▼
今
納
コ
ウ
（
百
一
歳
．
広
野
町

尖
山
）
▼
藤
井
や
く
（
百
歳
、
神
明
石
塚
）
▼

小
西
力
蔵
（
九
十
八
歳
、
羽
拍
子
町
）
▼
木
守

ヤ
ヱ
（
九
十
八
歳
、
大
久
保
町
大
竹
）
▼
菅
井

キ
ク
（
九
十
七
歳
、
広
野
町
小
根
尾
）
▼
國
友

み
さ
ゑ
（
九
十
七
歳
．
宇
治
蔭
山
）
▼
益
田
み

き
（
九
十
七
歳
、
伊
勢
田
町
中
荒
）
▼
吉
田
夕

子
（
九
十
七
歳
、
小
倉
町
寺
内
）
▼
長
潭
光
太

郎
（
九
十
七
歳
．
伊
勢
田
町
大
谷
）
▼
安
田
フ

サ
（
九
十
六
歳
、
菟
道
岡
谷
）
▼
上
田
勝
三
郎

　
（
九
十
六
歳
、
五
ケ
庄
一
里
塚
）
▼
塩
見
伸
蔵

　
（
九
十
六
歳
、
菟
道
車
田
）
▼
猪
瀬
’
き
ぬ
（
九

十
六
歳
、
白
川
山
本
）
▼
小
幡
与
作
（
九
十
六

歳
、
小
倉
町
山
際
）
▼
長
渾
は
つ
（
九
十
六
歳
、

槙
島
町
本
屋
敷
）
▼
津
田
ミ
サ
ヲ
（
九
十
五
歳
．

明
星
町
）
▼
塩
尻
こ
と
（
九
十
五
歳
、
菟
道
谷

下
り
）
▼
松
本
ハ
ル
（
九
十
五
歳
．
宇
治
妙
楽
）

▼
宮
城
八
重
尾
（
九
十
五
歳
．
南
陵
町
）
▼
児

玉
楢
次
郎
（
九
十
五
歳
、
菟
道
岡
谷
）
▼
森
福

治
（
神
明
石
塚
）
▼
速
水
シ
ケ
（
九
十
五
歳
、

宇
治
壱
番
）
▼
小
田
部
ミ
ヨ
（
九
十
五
歳
、
広

野
町
小
根
尾
）
▼
植
田
ゆ
き
ゑ
（
九
十
五
歳
、

広
野
町
小
根
尾
）
▼
山
本
壽
（
九
十
五
歳
、
味

幡
平
尾
）
．

テレビ広報

”さわやか宇治”

巨椋池いまむかし

9月16日（土）

午前10時から1

5分間
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市
長
が
敬
老
訪
問
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豊かな

　長寿社会を迎えるために

　
わ
が
国
は
、
今
や
人
生
八
十
年
と
い
う
長
寿
社
会
を
迎
え
ま
し

た
。
一
方
、
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老

人
な
ど
、
日
常
生
活
で
社
会
的
援
助
が
必
要
な
人
も
増
え
て
い
く

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
後
の
問
題
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

問
題
で
す
。
市
で
は
、
健
康
で
安
心
で
き
る
老
後
を
目
指
し
て
、

老
人
福
祉
の
諸
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
老
後
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

問い合わせ

高齢者福祉課
刻

ヽます。

li尿器、

諮|扮に

昆交付１

　利用回

ぶこ自宅

II,高齢

▲ホームヘルパー(家庭奉仕員)さんとの語らいも楽しい

▲入浴サービスで、お風呂に入れ

　て良かったね。気持ちいい／

種別 事　　　業 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

生

き

が

い

対

策

老人憩いの部屋
運　営　事　業

　地域で老人の集会、クラブ活動や慰安などの場として、憩いの部屋が公民館や集会
所等に設置された場A.その管理運営に要する経費について、公共施設を利用の場合

は月額2,000円、民間施設を利用の場合は１開催について1,000円（ただし、月額4,000

円を限度とする）を補助しています。

老人クラブ

助　成　事　業

　老後の生活を健全で豊かなものにし、老人福祉に資することを目的とする老人クラ

ブに対して、補助金を交付しています。

老人園芸広場事業
　6o歳以上のお年寄りが趣味を生かして園芸を楽しみ、心身の健康を保持するととも

に、社会との交流を図ることを目的に園芸場を無償でお貸しします。

老人福祉センター

（a＠O 18 7)

　高齢者の皆さんの゛生きがい活動″の拠点となる施設として老人福祉センターを設

置しています。おおむii60iS.以上の人であればどなたでも利用できます。

老

人、
医

療
制

度

老人保健法による

医　療　給　付

　70 歳以上の人または65歳以上70歳未満で障害認定を受けた人が対象。自己負担金は

外来の場合は１ヵ月800円、入院の場合は１日4(0円です。

老人医療給付制度

　65歳以上7o歳未満て坦所得税非課税世帯②一人暮らし・老人世帯・寝たきりの老人

（所得制限あり）を対象に、医療保険の自己負担額から老人保健の一部負担金相当額

を控除した額を給付します。

重度心身障害老人

健康管理事業

　65歳以上の老人保健法の対象者で重度の障害を持つ人（所得制限あり）を対象に、

老人保健の一部負担金相当額を給付します。

ト
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
テ
ィ
ー

　
ケ
ア
事
業
で
は
、
ワ
ゴ
ン
車
で

　
の
送
迎
も
あ
り
、
家
族
も
安
心

　
し
て
預
け
ら
れ
ま
す

）して、

りこ対す

ど設置。

５と認め

ll復を図

り理由に

二とがで

Ｍこ常時

kホーム

支術の向

り向上

刎こ必要

こついて

iい精神

　
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
労
古
を

ね
ざ
ら
い
。
敬
老
の
咀
薬
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

整
該
を
開
屡
ま
す
。

　
慾
器
は
、
九
月
十
五
日
、

午
前
の
部
（
午
前
十
時
～
正
午
）

と
午
後
の
部
（
午
後
二
時
半
～

四
時
半
）
の
二
回
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
参
加
か
申
し
込

ま
れ
た
人
に
は
、
既
に
案
内
の

は
が
き
を
お
送
り
し
て
い
未
了
。

　
当
日
は
、
米
寿
記
念
品
贈
呈

な
ど
の
式
典
の
後
、
演
芸
の
部

で
は
、
チ
ャ
″
キ
リ
娘
、
小
川

あ
た
る
・
た
ま
る
（
漫
才
）
、
真

山
一
郎
（
浪
曲
）
の
芸
能
シ
ョ
ー

か
薬
し
ん
で
い
た
だ
灸
ま
子
。

　
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
記
念

品
か
用
意
し
て
い
ま
ゐ
で
、

お
送
り
し
た
案
内
の
は
が
き
を

受
付
で
お
渡
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
心
一
場
の
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
は
、
専
用
バ
ス
を
運
行
し

未
了
。
お
４
ぐ
の
停
留
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
停
留
所
名
と

発
車
時
刻
は
左
表
の
と
お
り
。

ご
乗
車
の
際
は
、
必
ず
係
員
の

指
示
に
従
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
敬
老
祝
金
は

　
　
早
め
に
受
給
を

　
敬
老
祝
金
は
、
市
内
二
十
三

ヵ
所
の
支
給
会
場
で
は
既
に
支

給
し
ま
し
た
。
ま
だ
受
給
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
へ
お
越
１
　
Ｉ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
の
際
に
は
既
に

お
送
り
し
て
い
る
敬
老
祝
金
支

給
案
内
の
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
必
ず
押
印
の

う
え
ご
持
参
蔵
は
が
き
を
お

忘
れ
に
な
る
と
、
敬
老
祝
金
を

受
給
で
孝
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
は
が
き
を
紛
失
さ

れ
た
人
は
、
本
人
を
証
明
す
る

も
の
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免

許
証
な
ご
）
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

専
用
バ
ス
時
刻
表

　
敬
老
会
当
日
、
午
前
・
午
後
の
部
に

合
わ
せ
て
、
専
用
バ
ス
を
運
行
。
お
帰

り
の
際
も
、
敬
老
会
終
了
後
に
運
行
し

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
通
事
情
な
ど
で
多
少
遅
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▲プロの演芸ショーも(昨年の敬老会で)

停留所 午前 午後

中　住　宅 8:50 13 : 15

御　蔵　山 8 :51 13 : 16

西　住　宅 8:52 13: 17

幼稚園前 8:53 13: 18

御　　　園 8:54 13: 19
町　　　並

(轟谷川コーヒー館en 8 :56 13: 21

御蔵山参道 8:57 13: 22

木　　　幡 8 :58 13: 23

木幡山手町 8:59 13: 24

南　木　幡 9:00 13: 25

病　院　前 9:01 13: 26

黄　　　槃 9:02 13: 27
平　野　町

(重永医院前)
9:03 13: 28

菟道高校 9:06 13: 31

隼　上　り 9:09 13: 34

新　　　田 9:04 13: 29

森　　　本 9:05 13: 30

三　室　戸 9:06 13: 31

1024

敬老会で楽しい一日を9

月15日　文化センター

で

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
福
祉
の
諸
制
度

東
宇
治
方
面

敬老特集
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今
年
、
め
で
た
く
八
十
八
歳

の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、

昨
年
の
μ
四
十
七
人
を
上
回
る

百
四
十
八
人
の
皆
さ
ん
。
敬
老

会
の
会
場
で
赤
ざ
ぷ
と
ん
を
お

贈
り
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

　
（
六
地
蔵
〉

久
世
　
モ
ヨ
、
ｈ
‥
川
　
り
か

　
《
木
幡
》

内
西
　
　
静
、
新
谷
ふ
ヒ
ゑ

飯
室
　
‥
Ｕ
子
、
山
）
ま
す
み

長
谷
川
洋
三
．
三
島
た
ま
ｆ

飛
田
イ
サ
ヲ
、
山
山
萬
吉
郎

川
中
　
軸
ｆ
、
山
内
　
わ
き

大
川
　
松
江
、
内
田
シ
ゲ
ノ

屁
友
ｆ
な
つ
ゑ
、
迫
間
良
二

Ｉ
西
陣
二
郎
、
三
宅
　
み
つ

内
海
　
こ
う

問い合わせ　高齢者福祉

課

〈
五
ヶ
庄
〉

大林松
７

種別 事　　　業 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

寝

た
き
り

老
人

一
人

暮
ら
し

老
人

痴
呆

性
老
人

対
策

家庭奉仕員

派　遣　事　業

　身体または柚神I-.の障害によ'), ii常生i?,に支障があるおおむね65歳以lジ

対して、家庭奉(tUをiiro遣し、日常生活のお叶話をします（利fl!≪-負担あI))

日常生活用具

給　付　事　業

　おおむね65歳以上で低所得の寝たきり包人等に対し、次の用u-を給付して1

特殊寝台、浴槽と湯沸かし器、マットレス、エア・/ゝ･ソト、腰掛け便.V.、w≪

火災驚報器、自動消火器、人浴担架。

在宅寝たきり老人

特殊寝台貸与事業

　身体に機能障害があって、相当昼間にわたって寝たきりで．日常生活のtil-

介助を要する65歳以上の包人に灯し、特mi台を無依で貸与しています。

在宅寝たきり老人等

入浴サービス事業

　おおむii65歳以上で, 6ヵ月以上の寝たきり老人や重度の身体障害者（手巾

・２級）に対し、特殊入浴設備を有する施設に委託し．入浴サービスを実施。

数は, 1人について月２回以内（無料）で十。

在　宅　老　人

短期保護事業

　介護をしている人が病飢になったり冠婦悍び、出産. 1t故冷によ>).一li.Vfi

で介護て･きなくなった場合、特別箆..4老人ホーム及び支護老人ホームで短即i

者のむをおmかりしてお世話をします（利用者負批あり)，

特別養護老人ホーム

デイ・ケア事業

　在宅の寝たきり老人や虚'M 老人を特別養護名人ホームにおいて任間お碩か’

給食等の各種サービスを提供します（利用者負担あ')）。

老人福祉電話

設　置　事　業

　65歳以上の低所得の一人峰らし、または高齢者世帯で安否の確認・日常'{■;;

る助言や相談、その他電話による訪問が必要と認められる対象剤こ福祉竃,11肩

電話料として毎f!、坊本料金1,600円と通話料300円を助成します。

乳酸菌飲料配布事業
　常時ひとり暮らしで近くに身寄りかなく、日常の安jlを確誌する必要があ１

られる7o歳以上の老人に、孔駿菌飲料を配布しています。

老人用車いす

貸　与　事　業

　病弱等により自力歩行が困雛な65歳以上の老人に対し、通院または健康剖'

るために、卓いす(無料)を貸与しています。

老人福祉施設

保　護　事　業

　65 歳以上の老人が、身体上もしくは柚神上または環境上の理由および経済自

より、居宅で養護を受けることが困難な場合は, 養護老人ホームに人所する、

きます。また、65歳以上の老人が、身体上または精神上苫しい障讐があるたタ

介駿を必要とし, 更に居宅で介護を受けることがmm.な場合は、特別養護老ﾉ

に入所することができます。

寝たきり老人

介護者教室

　寝たきり老人の家族介護者及び関心のある市民を対9.に、介護知識・介護1

上を目指して開催します。

寝たきり老人等

ホームケア促進事業

　寝たきり老人及びその家族が、老人ホームに短期間滞在し、介護技術の習i

を図ります（利用者負担あり）。

機　能　回　復

訓　練　事　業

　心身の機能が低下している人を対象に、心身の機能の維持・回復を図るたa

な訓練を行い、日常生活の自立を援助します。

訪問指導事業
　保健婦等が訪問し、本人及び家族等を対象に家庭での療養、看護の方法等i

保健指導を行います。

寝たきり老人等

介護者リフレッシュ事業

　寝たきり老人及び痴呆性老人等の介護者が、日常の介護から一時離れ肉体「

的労苦の軽減を図るため、文化教養行事等を開催します。

つ
ね
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し
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叫
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森
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こ
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人
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＆
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済
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辻
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、
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岡
　
　
玉
子

香
川
　
正
義
、
牧
野
　
菊
子

鷲
家
　
助
三
、
宮
本
　
壽
栄

田
中
千
代
子
、
石
原
　
光
子

杉
田
　
キ
シ
．
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台
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台
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桂
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桂
’
久
二

▲池本市長が赤ざぷとんをプレゼン｝

　　　　（63.9.15文化センターで）
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神
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．
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と
、
吉
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な
を
、
佐
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ゆ
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亀
本
サ
ワ
ノ
、
谷
内
　
喜
作

森
下
　
ト
セ
、
中
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豊
永
　
キ
ヘ
、
田
中
　
み
さ

小
西
　
秀
子
、
松
田
　
タ
ネ

三
戸
部
神
四
郎

　
（
伊
勢
田
町
》

門
田
ミ
ド
リ
、
田
代
こ
ゆ
き

山
本
　
か
す
、
太
田
萬
子
郎

北
川
　
ウ
タ
、
大
西
　
久
枝

辻
ナ
ラ
ギ
ク
、
美
馬
　
賓
和

川
西
　
ヱ
イ
、
寺
西
　
ミ
ツ

稗
田
秋
治
郎
、
北
川
　
カ
メ

多
田
　
さ
い
、
山
田
　
ま
さ

盧
　
　
小
斗

　
〈
開
町
》

中
原
嘉
津
匪
、
川
橋
　
志
げ

　
〈
広
野
町
》

増
井
　
ス
ヱ
、
木
村
　
宇
一

吉
浦
　
ス
エ
．
石
田
　
ア
イ

長
谷
川
ハ
ツ
、
竹
林
　
間
男

北
林
す
て
を
、
松
本
ム
メ
ノ

棋
　
　
さ
く
、
吉
田
　
ヱ
イ

杉
下
　
　
柴
、
田
中
小
治
郎

筧
　
　
千
代
、
谷
川
ミ
サ
ヲ

木
鳥
　
ふ
ゅ
、
戸
山
友
次
郎

停留所 午前 午後

日産車体 8:50 13: 10

緑ヶ原口 8:51 13: 11

近鉄大久保 8:53 13: 13

J R新田(中西石油前) 8:54 13: 14

城南高校 8:55 13: 15

神　　　明 8 :57 13: 17

城　南　荘 8:58 13: 18

西　　　町 8:59 13: 19

停留所 午前 午後

宇治車庫 9:00 13: 30

京阪宇治 9:01 13: 31

宇治橋西詰(都計1首路) 9:03 13: 33

J R宇治駅 9:04 13: 34

総合庁舎 9:05 13: 35

宇治市役所 9:06 13: 36

笠取方面

停留所 午前

笠取小前 8:40

称名寺下 8:45

停留所 午前 午後

志　津　川
(竹下酒店前) 9:00 13: 30

白　　　川
　(茶研前) 9:05 13: 35

目川方面

停留所 午前 午後

目　　　川 8:55 13: 10

大　河　原

(京阪宇i台交通) 8:57 13: 12

横島小学校 8:59 13: 14

棋　　　島 9:01 13: 15

中　研　前 9:02 ,13: 17

宇治橋西詰　（県通り） 9:04 13: 19

県　神　社 9:05 13: 20

三軒家方面

停留所 午前 午後

浮　　　面 8:50 13: 10

名木北口 8:51 13: 11

西　小　倉
　(旧伊勢田) 8:52 13: 12

北山住宅 8 :53 13: 13

小倉住宅 8 :55 13: 15

近鉄小倉 8:57 13: 17

小　　　倉 ８：58 13: 18

蔭　　　山 8 :59 13: 19

宇治郵便局 9:00 13: 20

ユニチカ 9:01 13:21

停留所 午前 午後

三　軒　家
(京阪バス停) 9:00 13: 10

停留所 午前 午後

名　　　木 8 :50 13: 20

緑　ヶ　原 8 :52 13: 22

国道大久保(上新電機前) 8:56 13: 25

国道伊勢田(京阪バス停) 8:59 13 : 29

Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
1
ｊ

※停留所は一部を除き

　京阪宇治交通のバス

　停と同じです。

1025

米
寿
を
祝
い
赤
ざ
ぶ
と
ん

　
　
　
昨
年
を
上
回
る
1
4
8
人
に

敬老特集

浮面方面

名木方面

志津川方

面

宇治方面

大久保方面



1989年（平成元年）９月11日発行（4）宇治市政だより第857号

9月16・17日木幡河原隣保館で

　
第
十
四
回
河
原
解
放
文
化
祭

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
。
九
月

土
八
日
出
と
十
七
日
間
の
二
日
間
、

木
幡
河
原
隣
保
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
つ
た
え
よ

う
／
力
強
い
解
放
の
い
と
な
み

を
～
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
ｍ
」
。

　
『
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
き
の
成

果
報
告
や
河
原
青
少
年
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
町
内
・
町
外
の
広
が

り
を
持
つ
活
動
の
紹
介
な
ど
、
作

品
展
示
・
ま
つ
り
の
広
場
と
も
に
、

多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
毒
ｙ
。

　
同
和
問
題
を
一
緒
に
考
え
る
機

会
と
し
て
、
ぜ
ひ
解
放
文
化
祭
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
９
月
1
6
日
出
、
1
7
日
間
。

　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
河
原
隣
保
館

▲何ができるかな…(昨年の解放文化祭、
　手づくりコーナーで)

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
近
年
、
自
動
車
・
家
庭
用
電

気
製
品
・
家
具
・
ネ
ク
タ
イ
・

衣
料
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品

の
進
出
が
著
_
V
　
ｆ
ｔ
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
と
は
、
欧
米
先
進

国
に
追
い
付
こ
う
と
急
成
長
を

遂
げ
る
新
興
工
業
経
済
発
展
国

を
指
し
、
特
に
目
覚
ま
し
い
経

済
成
長
を
遂
げ
る
韓
国
・
香
港
・

台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
、
ア

ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
と
呼
び
ま
で
。

　
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
は
、
工
業

製
品
の
輸
出
に
よ
っ
て
成
長
を

図
っ
て
お
り
、
そ
の
製
品
が
近

解放文化祭の日程・内容

＞ぐ 9 )J1 6日出 9>J1 7日(川)

作

品

展

'i;

'f-前1(時～午後4時

・ふるさとを考える会の活動(パネル腱示)

・かわらっ子コーナー

・保育所園児作品

・子供会作品(陶芸・工作ほか)

・保育所保護者会作品

・子供会後援会作品

・手芸教室作品

・習字教室作品

ま
つ
･り

の
広
場

午後1時半～午後4時半 午(Ij'lO時半～午後3時半

・タオル人形劇
・かわらっ子劇i-nの劇
・手づくり遊び（体操人形）

・エッグ・ペインティング・わらじ作りの実演
・宇治共同作業所コ―ナー

摸擬店 午前10時半～午後4時 午前10時半～午後３時

　

▽
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お
り

　
詳
し
ぐ
は
、
木
幡
河
原
隣
保
館

（
容
⑩
0
5
4
6
）
へ
問
い
合
わ
せ

を
。
（
社
会
教
育
課
・
木
幡
河
原

隣
保
館
・
河
原
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

お
ら

せ
　
第
４
回
歴
史
散
策

　
宇
治
神
社
か
ら
、
早
蕨
（
さ
わ
ら

び
）
・
総
角
（
あ
げ
求
き
）
・
蜻
蛉
（
か

げ
ろ
う
）
・
浮
舟
（
ラ
孝
ふ
ね
）
な
ど

の
古
蹟
（
こ
せ
き
）
を
巡
り
、
三
室

戸
の
里
・
三
室
戸
寺
へ
と
、
文
学

の
ふ
る
里
を
訪
ね
ま
す
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
８
日
㈲
、
午
後

ツ
シ
ョ
ン
性
」
や
「
デ
ザ
イ
ン

性
」
も
加
味
し
た
商
品
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
輸
入
ネ
ク
タ
イ
は
、

以
前
は
イ
タ
リ
ア
製
が
ト
ッ
プ

で
し
た
が
、
最
近
は
韓
国
製
が

ト
ッ
プ
に
躍
り
出
て
い
ま
す
。

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
神

社
集
合
、
三
室
戸
寺
解
散
▼
定
員

…
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…

歴
史
資
料
館
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
へ

電
話
で
。
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
鳳
凰
大
学
公
開
講
座

　
中
央
公
民
館
の
高
齢
者
教
室

「
鳳
凰
大
学
」
で
は
、
次
の
講
座
を

公
開
講
座
と
し
ま
す
成
人
な
ら
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
9
日
㈹
、
午
前

1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
テ
ー
マ
…
「
諸
外
国
の
高

齢
者
問
題
」
▼
講
師
・
・
・
凪
谷
大
学

軟
授
・
寺
嶋
久
男
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
：
中
央
公
民
館
（
き
⑩
1
4
1

1
）
へ
電
話
で
。
（
中
央
公
民
館
）

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品
が
ど
ん
ど
ん
手

に
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
メ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド

で
売
ら
れ
て
い
る
製
品
で
も
、

実
際
に
は
労
働
力
の
安
い
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
多
く
の
『
日

増
え
て
い
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品

　
　
　
　
高
品
質
で
低
価
格

く
の
遜
得
意
先
”
日
本
に
も

押
し
寄
せ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
低
価
格
と
品
質
が
売
り
物

　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品
は
従
来
、
低

価
格
と
品
質
奮
管
物
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
フ
ァ

　
Ｎ
－
Ｅ
Ｓ
製
品
の

　
　
　
専
門
店
も
登
場

　
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
製
品
の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
た

り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品
だ
け
を
扱

っ
た
専
門
店
も
オ
ー
プ
ン
し
、

本
製
』
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
、
台

湾
で
生
産
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
生
産
さ
れ
る
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
生
産
さ
れ
る
ラ
ジ
カ
セ
ー
ミ

ニ
コ
ン
ポ
ー
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ

レ
オ
な
芦
Ｅ
増
加
の
一
途
で
す
。

伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
館

9
月
2
0
日
～
1
0
月
2
0
日
ま
で

　
伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
小
倉
町
西
山
）
は
、
九
月
二
十

日
か
ら
千
月
二
十
日
ま
で
の
間

休
館
し
ホ
ｙ
。
こ
れ
は
、
精
神

薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
の
建
設

に
伴
い
、
同
セ
ン
タ
ー
の
改
修

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で

　
　
み
る
宇
治
市
」

刊
行

　
毎
年
刊
行
し
て
い
る
「
数
字
と

グ
ラ
フ
で
み
る
宇
治
市
」
の
平
成

元
年
版
が
で
き
ま
し
た
。
宇
治
市

の
様
子
を
、
統
計
数
字
か
便
つ
て

説
明
し
た
も
の
で
、
小
学
生
に
も

わ
か
り
や
す
い
ふ
つ
に
、
図
表
や

グ
ラ
フ
タ
多
く
し
て
い
未
了
。
日

ご
ろ
の
学
習
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
玄
関
案
内
や
企
画
課
で
無

料
で
お
渡
し
し
毒
了
。
（
企
画
課
）

　
戦
没
者
遺
族
へ
の
第
５
回

　
特
別
弔
慰
金
の
支
給
巾
請

　
▼
支
給
対
象
・
：
昭
和
6
0
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
元
年
３
月
3
1
日
ま

で
に
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な

呉
海
路
し
て
い
た
遺
族
が
失
権

し
た
場
合
に
残
さ
れ
た
遺
族
。
た

　
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
体
制
づ
く
り
が
課
題

　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品
は
、
年
々
品

質
も
高
ま
り
、
品
質
に
対
す
る

苦
情
も
少
な
い
ぶ
つ
で
す
。

　
し
か
し
、
家
電
製
品
な
ど
の

耐
久
消
費
財
の
一
部
に
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
が
未
整

備
な
も
の
も
あ
る
ぷ
つ
で
す
。

修
理
部
品
な
ど
を
十
分
に
供
給

す
る
ア
フ
タ
ー
ヶ
ア
体
制
の
整

備
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

　
消
費
者
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
製
品
を

購
入
す
る
と
き
に
は
、
品
質
保

証
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
ど

シ
な
っ
て
い
る
か
、
き
ち
ん
と

確
認
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

工
事
奮
耳
た
め
の
も
の
で
す
。

　
十
月
二
十
Ｒ
以
降
の
使
用
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
横
島
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
2
7

0
8
）
へ
問
い
合
わ
せ
欠

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

だ
し
、
第
４
回
特
別
弔
″
釜
（
額

面
3
0
万
円
・
1
0
年
償
還
国
債
）
の

支
給
対
象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
象

外
▼
支
給
額
…
額
面
1
8
万
円
・
６

年
償
還
国
債
▼
申
請
期
限
…
平
成

４
年
６
月
2
7
日
▼
申
請
・
問
い
合

わ
せ
・
：
福
祉
年
金
課
社
会
係
（
内

線
３
２
５
）
へ
。
（
福
祉
年
金
課
）

　
棋
島
公
園
計
画
案
の
縦
覧

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
９
月
1
1
日
間
～

2
5
日
向
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
▼
と
こ
ろ
・
：
都
市
計
画
課
▼
計

画
案
・
・
・
横
島
公
園
（
Ｏ
・
2
5
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
。
　
　
（
都
市
計
画
課
）

　
軟
式
テ
ニ
ス
デ
ー

　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
▼
交
７
９
月
1
5
日
剛
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
東
山
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問

い
合
わ
せ
…
的
場
一
さ
ん
（
Ｓ
⑩

1
2
8
6
）
へ
▼
主
催
・
：
宇
治
軟

式
庭
球
協
会
。
吊
民
体
育
課
）

　
府
政
を
見
る
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
7
日
困
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
▼
見
学
施
設
・
・
・

京
都
文
化
博
物
館
（
虫
示
区
）
、
京

都
府
議
会
棟
（
上
京
区
）
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
人
（
労
七
同
伴
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼
定
員
・
：
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
―
・
無
料
。

昼
食
あ
り
▼
申
し
込
み
…
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
内
線
４
３
１
）
へ
電

話
で
。
　
（
選
挙
管
理
委
員
全
一
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
　
　
　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
か
薬
し
ぐ
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
実
技
講
習
公
一
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
出
、
午
後

２
時
と
６
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
…

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
千

円
▼
申
し
込
み
…
９
月
1
5
日
㈲
、

午
前
９
時
か
ら
、
直
接
黄
柴
体
育

館
（
豊
⑩
4
0
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
動
物
・
犬
・
猫
の

　
　
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
九
月
二
十
日
困
～
二
十
六
日
㈹

は
動
物
愛
護
週
間
。
府
・
市
と
府

獣
医
師
会
で
は
、
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
動
物
・
犬
・
猫
の
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
0
日
困
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
保
健
所
。
　
（
環
境
保
全
課
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
車
い
す
介
助
方
法
講
習
会
〉

　
▼
と
き
…
９
月
2
4
日
面
、
午
後

１
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
重
度
肢
体
障
害
者

の
介
護
に
あ
た
る
こ
と
を
希
望
す

9月11日

　～20

日

　
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
「
高
齢
者
交
通
安
全
旬
凹

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
ず
。

　
平
成
元
年
一
月
か
ら
七
月
末

ま
で
に
市
内
で
発
生
し
た
、
六

十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
交
通
事

故
は
四
十
九
件
。
総
発
生
件
数

五
百
四
十
一
件
の
九
・
一
％
を

占
め
て
い
ホ
ヂ
。
こ
の
う
ち
、

四
輪
車
運
転
中
が
十
五
件
で
最

も
多
く
、
次
い
で
二
輪
車
運
転

中
、
自
転
車
乗
車
中
が
つ
づ
い

て
い
ま
す
。

る
人
▼
内
容
・
：
車
い
す
の
操
作
方

法
の
講
義
・
実
技
ほ
か
▼
講
師
…

京
都
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
・
水
谷
裕
さ
ん
▼
受
講
料
…
無

料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

９
月
1
8
日
側
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
和
　
裁
　
講
　
座

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
5
日
囲
Ａ
１
１
月

1
7
日
面
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

（
祝
日
舎
喋
く
）
、
2
0
回
。
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員

・
・
・
初
級
・
中
級
・
上
級
各
久
▼

受
講
料
…
各
五
千
円
（
ゆ
か
た
地

や
留
め
そ
で
の
反
物
な
ど
は
各
自

持
参
）
▼
申
し
込
み
・
：
同
セ
ン
タ

ー
（
豊
⑩
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

東
宇
治
・
広
野
中
学
校

　
　
体
育
館
と
運
動
場
の
夜
間
使
用
登
録

　
束
宇
治
中
学
校
の
運
動
場
に
夜

間
照
明
施
設
を
設
ｍ
し
、
学
校
開

放
事
業
を
行
い
未
了
の
で
、
次
の

と
お
り
、
同
校
と
広
野
中
学
校
の

体
育
館
と
運
動
場
の
夜
間
便
用
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
▼
夜
間
運
動
場
利
用
期
間
…
東

宇
治
中
＝
1
0
月
中
旬
～
Ｈ
月
3
0
日
、

広
野
中
ふ
…
一
月
１
日
Ａ
１
１
月
3
0
日

▼
時
間
・
：
午
後
６
時
半
～
９
時
半

▼
対
象
…
体
育
館
＝
両
中
学
校
区

内
居
住
者
で
1
0
人
以
上
の
団
体
。

夜
間
運
動
場
＝
東
宇
治
中
は
宇
治

川
右
岸
地
域
の
小
学
校
区
と
北
槙

島
・
横
島
・
尾
道
の
各
小
学
校
区

内
居
住
者
、
広
野
中
は
そ
の
他
の

小
学
校
区
内
居
住
者
。
い
ず
れ
も

1
0
人
以
上
の
団
体
▼
登
録
受
け
付

け
・
：
９
月
2
0
日
困
ま
で
に
、
両
中

学
校
の
開
放
運
営
委
員
会
（
両
校

内
）
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民
体

育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
ぐ

す
に
は
、
高
齢
者
が
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
タ
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
家
庭
や
ま

わ
り
の
人
々
も
、
高
齢
者
の
特

性
牽
よ
く
理
解
し
、
気
を
付
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
〈
家
庭
で
気
を
付
け
る
こ
と
〉

　
☆
食
事
の
時
な
ど
、
家
族
が

一
緒
に
な
る
機
会
か
莉
用
し
て
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
１
　
Ｘ
い
ま
し
ょ
う
。

　
☆
夜
間
に
お
年
寄
り
が
外
出

９月は障害者雇用促進運動月間

身障害者に職場を

　
九
月
は
、
障
害
者
雇
用
促
進

運
動
月
間
で
す
。

　
市
内
に
お
ら
れ
る
十
八
歳
以

上
の
心
身
障
害
者
は
約
三
里
八

百
人
。
働
く
障
害
者
は
着
実
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
な
お
多
く
の
障

害
者
が
、
働
く
意
欲
か
痔
ち
な

が
ら
、
職
場
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
で
い
ま
す
。

　
こ
の
月
間
を
契
機
に
、
各
種

助
成
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、

雇
用
の
改
善
が
図
れ
る
ぶ
つ
、

と
昨
わ
け
事
業
主
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

～
伊
。

す
る
時
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
に
？
吊
す
い
ふ
フ
、
明
る

い
服
装
や
反
射
材
付
き
の
も
の

を
身
に
付
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

　
障
害
者
雇
用
率

　
民
間
企
業
は
１
・
６
％
に

　
昨
年
の
四
月
か
ら
、
法
律
に

定
め
る
障
害
者
雇
用
率
（
全
従

業
員
に
占
め
る
障
害
者
の
率
）

が
、
一
般
の
民
間
企
業
で
は
、

一
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
精
神
薄
弱
者
の
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
、
雇
用
率
の

算
定
に
精
神
薄
弱
者
の
数
も
含

め
る
よ
夕
収
正
さ
れ
て
い
康
ｙ

　
雇
用
の
助
成
金
や

　
　
適
応
訓
練
に
給
付
金

　
心
身
障
害
者
な
芦
就
職
が
特

に
困
難
な
人
を
、
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し

て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇

い
入
れ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、

賃
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
事
業
所
に
雇
用

す
る
こ
と
か
隠
的
に
、
実
際
の

職
場
で
作
業
環
境
に
適
応
す
る

た
め
の
訓
練
衆
ワ
つ
と
、
事
業

主
に
は
訓
練
費
が
、
受
講
者
に

は
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
が
、

そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
レ
ぽ
宇
治
公
共
職
業
安

定
所
（
き
⑩
2
4
8
3
）
か
㈲

京
都
府
心
身
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
（
ａ
０
７
５
㈲
7
3
6
6
）

へ
問
い
合
わ
せ
穴

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

1026

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

あ
げ
る
手
に
ほ
ほ
え
み
が
え
し
で
待

つ
ゆ
と
り

解放文化祭を

開催
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